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言わってお り， 教育関係者のあらゆる面でのたゆみない努力にもかかわらず ，それが学習効果としてじ
噛うぶん左みのりが結ばない》りさまで歩ゐ。 ζれ't-打開し ，本県!足章生徒の学力向上や策すゐ道とし




けに ，全教科にわたり ，金所員ゃあげての ，当研究所のもっとも中心的な研究課題となったのでU-bo 
さらに昨年来 ，全国教育研究所連盟においてとのさ学力と学習舟導の問題が全国共同研究の課題としてと
り歩げられ，国語・社会 ・算数数学・理科の 4荻科は会倒的立場で共同研究される ζe.!:r.cっ介。わた
しどもの研究もとの 4教科は共同街究のー喋として行乏うとととなった。目








同息考守重ねつつ ，教税のうちだけの狭い視野におちいら左いよう留意してぎた。 ζ うして窓年度研究
のおおよその方向は ，各教科とも児童の側の研究で ，いわば児童生徒が教材の内答十自分のものとして
理解してゆく， その過程令分析寸ゐ とい う仕事になっずらただその内容方法については各教科独自の私
のであゐ ととはいう言でもない。
ζζに刊行する，国語 ・社会 ・算数数学 ・理科の4つの報告菩は ，以上述べてきけこような 86年度研
究の報告で歩り ，今後数佐継続されゐ ζの研究の第一次報告という性質事r弘つもので芸人為。右主主 ，ざき




昭和 37年 5月 10日
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乙οの「究は，凶諸学力仁特κ耐月if7]) ω効栄口七!な育成に寄与するためVC ， すぐれた指準理論の~i'1)"Jえと
指導法り製討を:意図している。効率酌な指議出とは ，安定した些かな凶語プJの形成を保育iEするものでな
ければならない。とすれば ，かれわれがどのような学力筏κ立ち ，どりような学力の形成を期待するか












であり ，いわゆる生産的な恩湾 ，方法 ，態度の育成が毒事選される乙とκなる。
さらκ学習の可能力とは， r学んだ力 Jという静的な性俗κ対して，米米の学習内容獲得。可能性とい
う動的なものをはらんでいるa 苓本日91'lζは健厳でゆたかなパースナリテイκ支えられた人f占的伸長力とで
もい うべきもりである。.乙れは ，函誇と人間形成Vζ関わるととがらであり ，百語的表現 ・理解の場(1(1苦け
る個人の主鰐や椛験のあPかた等K闘する附頗とな ってくる。






的~部分の陪請や ， 範交の模ほう追随か主眼 と される状態であった。完全K笑用的知識の偏重とみなされ
沼会的必擦のみが優先した注入教筏といわざるをf与ない。


























































はたして本質的な方向をたどっているであろうか。とのよう念疑問は ，当研究所で，昭和 32年 5月<新

























































































みると. 1 9 5 7年には.まず学習指導上の陪題点を発掘するため11:，く園語学留指導の笑態と改善点、〉
K関する考察を行なった・。まずこ同時に，生理的知能的な因二子κ重点をどおいてく言語障害児に関する診断と
















しかし， 厳密K考えると「読む乙とJは凪ρ内容を含んでいる。 意味を読むということだけでなく， 女
字 ・語句の読みとか，音読・射去の技術とか，読み物の選釈とかいうよ号11:，読解以外qλi容をも包含し



























































た金一体であるという質朕1単位観に立つのである。 語 ・文 ・文章の三者は ，それぞれ統ーの原理を異κ
ナるのであって ，文章は文に還元し ，3どは裕に還元するととによって.その全体性を説明する乙とがで




沿う女掌の理解という よう K継附M 進んでいくが，乙れは単純1.i:直線的進行ではなく.心理財逆行
と屈折そ重ねる進行なのである。語いを認知し理解し .節を理解し .文を理解するという過怒りをかで


















問題とし，乙れを強固κ精う ζ とが読解指導の根本であると考える。なぜ~らば . 児童生徒の読みの機能




















(白 主観的・独善的な読みκ11偽らない……・・・ (読みの態度・パースナリティ Kも関係する~ ) 
乙れらも読む主体に閣係することがらである。
読解を成立せしめるものを，どくっ々 をかκ分析的K考えれば以上のようなものK念ると思われる。しか
もζれが.実際の文章の読解においては一体となって作用しているのである。 r続んでわかる Jのは ，1 

















女章の鑑賞・批評.あるいは解剖分析的な続解も ，ζ 号した読みを土台Kして ，その上K庇立するのであ
る。
ιLと述べてきたよう K輯みの機能に即した続解の様相を1よるという乙とは.上述の 6-7との関連の上






































の 能く第一次仮説J 卜CI 第二次仮説 I~ E!第三次仮説1-ーーー ー→
l/j-;/ J 






















新潟市立上所小学校 1 5学級(主として 6学級約 300名J
北浦l京都農栄町立 葛主京市学校 2 4学級〈主として 6学級 約 30 0 :名J
中学校 〈主として 2学年 )
新潟市立 鳥屋野中学校 1 1学級く主として 2朝長約 10 0名J
ゴし;問郡厳然町立葛塚中学校 門学学~C 主として 2 輔ぷ約 1 0 0名J
(31 対象群の吟味
A 知慌の側~ 間体知能検査 Wi s cなど
B 標4皇学力検査読解力検査・読書能力診断検査
























a. bともtrc• 児童生徒の読解過程を時間の流れtrc従って~縛る末Ij点がある。ただし， - bの在沖 う
ち ，途中で反応を確かめる万法f:t.読みの意識が中断する欠陥があり，対象児を中心、とする授業は

















































































⑥ 文章ヰコの雲へのイメージ..・H ・..・H ・..・H ・-自由記述
⑦書き手の心情推察
以上Kよってもわかるよう VC， 3の@までは，いわゆる第一次の読みで ，どのようなイメージを浮かべ
て意味J巴握をしているかをみようとしたのであり ，本文を回収したのは ，なるべく純粋κ通説段階の心隊











予 備 調 査
新潟県立教育研究所











ねんも くみ ばん なまえ
(その-)
(1l いまよんだ雲のおはなしは ，どんな おはなしでしたか。 それを かいて ください。
(2) のぼるくんは ，どん左 雲を見ましたか。
(31 いまよんだおはなしに あっていると おもうものκ 一つだけ Oをつけなさい。
1 笠にはたてさんの雲~i 出て くもっていましたa
2. 禦一つない 背空K ひとうき雲が いろいろな形を えがきました‘
3. はれた'?Hて いろいろな形の餐が うかんではながされて 行きましたa
4 葬の あたたかな雲から夏の雲.やがて冬の さむそうな雲が出て来、ました。
(4) いまよんだ おは乏しで，どん左ととろがいちばんおもしろかったですか。それをかいてくだ
さいn
-・4 ・.."，・ ・・ ・・ιー・・・1・・・0 ・・φ .......，........" ・ ...". ー ・ ・・ー ・・ー ・1・.. . . . ・ー・ ・ ー...........
(そのこJ 本文再提出 〈とんどは段落を切らずVC，つづけ書き出すJ
(1) では もう一度おはなしを よんでみましょう。
要 1.1自のぼる
(1) 
Q) はじめK見た雲Uてついて かいであるととろのおわりに』を つけなさい。
。)二ばんめに米た雲について かいてあると乙ろのおわり に Jを つけなさい。
@二ばんめに米プこ乙とが どの乙とばで わかりますかのその乙とばを つぎのc )の中
κ かきなさい~ ( ) 
@三ばんめに米た雲についてかいてあると乙ろのおわりκ 』をつけなさい。
~三ばんめvc米た乙 とが どのζ とばでわかり をすか。その ζとばを つぎのく Jの中κ
カ‘きなさし、 ( J 
(2) rいろいろの雲が 釆ました。 jと いうのは，どうしづ雲Kついて いっているのでしょうカも
つぎの中で よいとおもうものκ 一つだけ Oをつけなさいa
1. ひつじぞ ，人のかおや，くまなど，おもしろい形の禦の乙とκついて いっている。
守 2~ 白や .金色ぞ.むらさきの雲など .うつくしい色の襲のことκついて いっている。
3. ;まだ あとからあとから と あらわれてくる察のCとκ引，、ていっている。
131 のぼるくんが，それらの雲を見たのは どういうとき ですか。
(4) 
(その三J
① いま.J:んだ対は友しから 雲のうどくようすをかんがえて，っき'の中から よいとおもうも
のκ 一つだけ Oをつけなさい。
- 1'6-
1. 空にはかなり つよい風が あるよ うです。.
2 空κは しずかな風があるようです。
3. 空Kはす乙しの風も ないよ うですs
@いま O~どつけたのは . おはなしの中の どの乙とばから そのようκわかったのですか
その乙とばをつぎの( )の中に かきなさい。 c ) 
(51 いをよんだ 加はなしκ あっていると おもうものに 一つだけ Oをサ7なさい。〈乙の同
題は ，まえκも しをしたが .そのときと 乙Tこえがかわっても かまし、ません。 J
1 裂には たくさんの雲が出て くもっていました。
2. 雲一つない 背笠vcひこうさ裳が いろいろな形をえがき交した。
3. はれた空κ いろいろ左形の雲が うかんでは 左がされて行きま した。
4 春の あたたかな雲から .bl.の雲，やがて冬の さむそう左雲が 出て米ました。














したがって，結果の考察の主対象は ，小学校2年生のものである。対象児童は昭和 36年 5月，北浦l京
都鐙栄町立葛線小学校2年 2純K在学の 48名であるn
第一部〈その 1) j必読段階のもの
(いいまよんだ護のおはなしは ， どんなおはたしでしたか。それを かいてくださし、
自由記述κよって ，槌概を把慢する状態をみようとしたものである。梗概をつかむという能力は ，全体
的であり ，しかもかなり高いものであゐと考え る。3'l:脈vc治い在がら ，文章の大擦をとるという力は， 修
めて符合的なものである。女章の挺旨をとる作業は .1待問主主語文や .主要文(キイ ・センテンス，メイ
ン・センテンス トピツグ ・センテンス等Jを把録する ζとκよって達成される場合もあるが ，梗概は必








(11 一つづき の女章で大意を述べたもの : J 臨しゆと内容j
(2) 話の大婆を契約して述べたもの
上 31 % 
1 2 …・…-要点、的
(3)雲の話 7 中 ・ ・・漠然と大づかみな述べ枕J1 5 % 
(4) その他 裳κついてふれたもの
81l 何 - 趨舗は雲Kふれているが不明確分裂[
(5) 類似のものを断片的Vてあげた 7 ……・・入道主要，牛の足などという表現
(61 ゆめのようでした 3 ……ー主曹司的.感想的 54 % 
(71 その他 6 I ..・H ・-笠 ，t診など またはまとはずれの語
(81 無答
上の結果Kよると，やぞま とまって訴の大量さをつかんでいるものが31% .00の穏というような漠然




みたいな四本の足に見えました。 Jとい うのがあるが， 乙れは本文の 「ひつじJや「くま Jから，語K対
応ずるイメージを正しく織かず.連想に走った傾向を示すものである。 ζのような現象は，指導の際日て語
の認知を正確にすべきとと ， および続解の第一条件として ， 主電電的自業度κ侃り ， 連想K謝1..~いよう κ コ
ントロールすべき乙とを繕示してはいないだろうかs
総じて .イ学校2年生続度では ，乙のような短かい文章の梗統制巴握すら容易でなL、と思われるa それ
Uては ，証憶の保持が弱く ，読みによって受ける心理的痕跡も浅いζ とが最長君事するふしも考えられるが ，結
局f読みの機能の未熟JVC帰せられるであろう。
|聞 のぼるくんは，どんな雲を 見ました仇 →細部の読みとP
自由記述によって ，叉・2まに脅かれている事実の続みとりの機柑をみようとしたものである3 先κもふれ
たが ，とれはか走り 詔意力 ，妥約力に関係する乙とがらのようκ思える。 乙の文章のように短かく .しか
も雲の形態が順序正しく叙述されている場合は，とらえやすいのであるが .本文を回収した後の応答なの
で ，か左り 記意の良否が影響したようκも恩われる。もっとも乙乙で悶怠と称しているものは ，文軍事笑
の最的記憶とい うよりは ，秩序づけられたlλ降の問符力をみよう とする意図が含まれている。乙の文章で





(1) 羊、.人，熊 1 9 C順序正しいものJ
~羊 ，熊，人 2 数的に正しいもの 2 1 上 4 6 ~も
@人，熊.羊
ゆ二つだけあげたもの 6 
(動物というような表現も含むJ 1 9 40% 
(5)一つのもの 6 
@ 部分をあげたもの(しっぽ ，足など ) 4 
@ 包括的左ものぐいろいろな婆，たくさんの雲J 5 
(8) 誤りまたは無意味 5 7 14% 
⑨現l~ 答 4 
続かい女震で， 内容も単純，その上に具象物の国~IIなので . 半数理度刷正しい。しかも数の合っている
ものは.って部分I1照列も正しく答えている。 とのよう な反応をしたもののうちかなりの数が ，使概の部でも
正しい方向K威しているようである。 ζれを見ても ，読んで内容を体育刻化していく際I'L，文章事実の把緩
がたいぜつである乙とがわかる。
ω(5)~渇害事はいずれも，文軍事実のJ巴爆が不完全であり ， 乙れらは文章全体の把纏K も欠陥を示してい
る。文章事実の細部の読みとりも .ただ断片的に列挙的に事実をま婚する力があるというだけでな しκ.
叙述に従っそ秩序づけて拙侵 していく力の強さが大切なものであろう。
(3) いまよんだおはなLI'Lあっているとおもうものに一つだけ Oをつけなさい。 1回 2回
1 空Kはたくさんの雲が凶て くもって いました。 4 5 
2. 雲一つない青空K ひ乙うき翼が いろいろなf診を えがきました。 2 
3. はれたZ互に いろいろな形の雲が うかんでは ながされて行きました。 40 41 
4 春のあたたかな雲から .亙の雲，やがて 冬のさむそうな雲が 出て釆ました。i 1 
5. 需品 答 。
これは.選択肢によっで大意の把捉の様相をみようとしたのであるが ，3.の正答性が惨めて強かったた
めI'L上表のような結果になった。 2.4.の校は.作為性が強かったたlI'>tJ-，さすが 2年程度でも錯誤する者







( 1回目)- ( 2回目J
???? 5 





























人の顔のような雲 1 5 ， 






える。そこで 6.0%もの乙どもの興味がζれらに集中 した。羊のような雲は ，冒頭部Vζ記きれているκかl
かからず細叙されていないためκ，ほとんど注意をひかなかっTこ。翻勿のような雲と表現した中間工熊κ-







(V① はじめK見た雲について かいてあると乙ろのおわり に 』をつけ左さし、。
-20ー
ゆ二ばんめに来た雲について かいてあると 乙ろのおわりf'( Jをつけなさい。
~)二ばんめに米Tこ乙とが どのζとばでわかりますか、 その乙とばをつぎの( )の中Kかき
なさい。( ) 
ゆ三ばんめtて米スニ雲Kついて かいてあるととろのおわりに 」をつけなさい。
@三ばんめκ米たととが どの乙とばでわかりますか。そのζとばをつぎの( ) の中Kかきな
さい。〈 J 
段落意識を問うものであるが ，乙のよう花形式段落と意味段落の一致している女Z訟においても.笑κ





二ばんめ1'0献こ乙とがわかる乙とば(3) 二ばんめに来た乙とがわかる乙とぱ (5) 
乙んどは つぎに 15 
3 4 
乙んどは人のかお 4 つぎに米たのは 11 27 
人のかお.人聞の移等 1 0 つぎに米たのはくまのようでした
くもがでてきました 来たのは 2 
まいのがいつ式ニから まいのがいったカ当ら
くまのよ うなくも 2 くまのようでした.くまのよう.左雲 10 
ーーー ーー ーー唱阿 国ー一ー ー ー ー ーーーーーーー
(3(51共にできた者 2 6 土をもちゃ・んと四本 しっぽ;;1;上vcあった 4 
(30 (似) うしAたいの雲がしてました




(白ijのが行ったから Jという 反応があるが，ζれは続みとった渉決をもとにしているのであり ，静 ¥の認
識が浅いものである。 ζれは諮の知識の乏しい低学年等K生じやすい傾向であるから .指導の際 ，じ唱う
ぶん語に注意させる必要があるよう K恩われる。をお， ζの文常での調査結果が良い乙とから ，低学年で
の段落指導は.時間的または空間的に具体性の明らかな段落縫成をもった女章が最適のようK思Iv'{_るので
ある。
(21 rいろいろの雲が米ました。 Jというのは .どういう雲Kついていっているのでし ょうか。つぎ
の中でよいとおもう ものκ一つだけOをつけなさし、
1 ひつじゃ ，人のかおや ，く まなど.おもしろい形の雲のことについていっている。 41 
2. 白や ，金色や ，f:rらさきの雲など.うつくしい色の雲のことKついていっている。
-2 1ー















4 7 9 8 ~ら
学校の帰りに…… というのがこの女主主の冒頭部であるが ，官頭若防乞対する認知の深さは .この結果で明
らかである。
(41 いまよんだおはなしから 雲のようすたかんがえて .つぎの中から よいとおもうものK一つだ
けOをサナなさい。
@ 
1. 空にはカ・なり つよい風があるようです。・・・………・・・ 24 5 0略
2. きをには しずかな風があるようです。 ……..・H ・-・……"23 48% 
3. 空Kはすこしの風もないようです。
。〕いまOをつけたのは ，おはなしの中の どのことばから そのようにわかったのですカ、その
ことばた.つぎの( )の中にかきなさ b、( J 




































(1) 強い風の理由として ，どんどん……をあげたのは ，正常な読みと Pであるが 、(2) 弱い風の理由と




な読みの極端な傾向を露曇しているのが ，Cxの例の f婁は風が大きらいだからJや ，r呼んだから l等
である。おそらくこの児童たちは ， 雲や風κ対して ， 主客来分化な，一簡の童話的 ，~想的想念凌もって
対しているのではないかと推祭される。そうした立場が ，文章表現から泡脱した税みとな っているのでは
危いか。





(2) のぼるくんは それらの雲を見て どんなことを おもったでしょうか。
(J)の①信溜は‘それぞれ(1(，読み手の描いたイメーヅを表現させようとしたものである。ところで.出
額者が期待したような議かな叙述はな く，ほとんどが本文の表現範囲iてとどまって，付加するところがな
かった。大音s7J'7.)(本文K記述された形態をそのま L用いている。(例 ω羊のような雲ー 羊に似た婆 ゆ
人の縦一頭がくるくるまるまって .鼻が出て .あとが突き凶ています。@)熊一熊の形で足が四本でし っ
ぽもある雲)




































1. 本女 ………・・:…..… 通読 2回ほど(別紙活字印刷J











一一一ープリコミ線 一一一 (以上の設聞は伏ぜて ，五の問題に移る。 J











¥ 5 年 4 年 5 年 6 年与号 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
A 校 1 06 88 194 76 90 166 99 10 1 2 00 114 95 209 
-B 校 49 4 1 9D 5 1 49 1 0日 46 50 96 43 49 92 





¥ 5年 4年 5 Lfo. 6年( 28 4) (266) ( 296) く301)
上 63 62 6守 61 
中 145 142 158 15 1 

























ILIの精のすがたは消えました。そして.ふたたび前のようKランプがもえ， ~まらの花のかお P の代
わりに石油のけかりがへやじ唱うにたなびきました。
望まう









あくる臼の夕方 .夕食のためのばれいしょが ，なべの中で.ジージーいっている間.夫婦は ，い L
気持で火のそばκすわっていました。そして，熟くなったなべの底を.ほのおが ，めらめらとなめな
Lょう~.





















































I 6. わかし、夫婦が深い考えも なしκ願いどとそしたので ，しあわぜをκがした主いラ者










































2. 1 I1の精は三つの願いをかなえてあげますなどと いって ，突は若い二人の愛情をためそ うとした
のだと思います。








Z この山の締まずいぶんいたずらずきと見えます。 リーゼの鼻κソー セージをくっつけたりして。











































1..2は下の段階として暫ぐ猪ぐ。 5は 4へ進展するもので程度の差といってよい 。 ζの学年でもや
は!:>， 4のaが支配的傾向となっている。そして 4のbもいぐらか数をましてきている。ただとの学年





































































五4年にtl1. 2の類裂が多<，学年の進むにつれて ， 3つ，類型が多ぐなる。そしてと0)3の類型は
いろいろ念表現をとってお!J，かなb微妙な読みをしていると思われるものもある。 中学年や ，高学年
でも ，中下位群の生徒には 1がかな D多ぐ見られる。 ζれはさきに(ー 〉で述べた，中学年では山の














の関心と対応して ，十分納得のいぐととである。た Yととで少し問題になるのは ，(ー )のあムすじを
相当よぐ書いてお!? ， 当然 5 の.娯型の期待される者で rと ζア 2 の類型をとっていQ~のが相当数
あると とである。とれは大意を要約して述ぺ月らというととに慣れていない結果と見てよいかも知れ念ぃ。










(イ) A @ B C D (自由記述Aと選択肢Aは同じ内容 ，選択枝BはAよD
lロ1 A， A ⑮ C D も高い理解を示す内容のものと仮定する〉












(ζの(0)bの表現が伴わないという ζ とは ，突はその理解を十分言語化するととが出米乏し、，つ交Dそ
の理解が明確には意識化さオ1ていないことを示すもの?あって ，ととに自由記述が出来るというととの
重婆な意義が考えられるのアみる。〉




















? ??? ?? 』????????? 〕の中に番台なさい。
ζの設聞は文題をつける問題アあるが ，文章の中心的内容や主題をどのように読みとっているか，そ
れを暗示するものがζとに出て〈るかと考えたのである。




































fハンスとリーゼは ，早〈も希望がかなったかのように ，しあわせでした。そして ，空め星念どは，も
はや見ょう ともしませんでし売唱 』
fあぐる日の夕方夕食のためのほれいしょが，左ぺの中アジージーいっている間，夫婦は ，いい気持ア
火のそばにすわっていました。 そして， 黒ぐな ったなべの底を ，Iまのおがめらめらとえとめ念がらもえて
いるのを ，じっと見つめていました。ふたDは ，イ旨jも口をきrきませんでしたが ，将来の楽しい生活をゆ
め見ていたのアナ。』
3. 最後の一節




一面とれらの箇所ば描写としても優れているのア，その表現に心ひかれた面も多かったと味わオt.~a 高 司 i



















~. 2 3 4 A B 言十 A B 言十 A B A B 計
男 9.4 8.2 ヲ'.1 7.5 14.3 9.7 26.4 2 0.4 24.5 1 2.3 18.4 1 4，2 
女 5.7 4.9 5.4 6.8 4.9 6.3 27.3 17.1 24.0 1 8.2 7.3 14.7 
年
計 ス4 7.2 8.1 26.8 1 8.9 24.3 14.4 7.7 6.7 1日日 1 4.9 1 3. 
四 男 5.3 2.0 4.0 
6.6 2 3.5 1 3.4 1 8.4 1 3.7 17.3 13.2 1 3.7 1 2.6 
女 10.0 6.1 も.ι 7.8 1 4.3 1 0.1 2 0. 0 1 0.2 16.5 1 0.0 6.1 日6
平 一言十 7.8 4.0 6.4 7.2 19.日 1 1，7 1 9.3 1 2.0 16.8 1 1.4 1 0.0 10.4 
五 男
4.0 。 2.8 15.2 17.4 1 5-.9 1 3.1 1 0.9 12.4 1 1.1 6.5 9.6 
女 7.9 4.0 6.6 1 3.9 12.0 13.3 10.9 4.0 8.6 且? 4.0 7.3 
竿
計 6.0 2.1 4.7 1 4.5 14.6 14.5 1 2.0 7.3 10，5 1 0.0 5.2 84 
-ノ4、- 男 9.7 2.3 1ι 6.1 18.6 9，6 7.9 2.3 6.4 ム1 .1 6.3 8.9 
女 1.0 4.1 2.1 6.3 1 2.2 8.3 8.4 2.1 6.3 8.4 。5.6 
竿
計 5.1 6.2 9.L 7. 21 7. 6 λ5 5.7 3.3 15.2 8.1 2.2 6.1 
~よ 5 6 ‘ 無A B 計 A B 計 .A B 
一 男 10.4 2 0.3 1 3.5 2 1.7 18.4 20.6 12.3 。8.4 . 
牢 女
1 4，8 1 2. 1 4.0 21.6 48.8 30.2 5.6 4.9 5.4 
1 2.4 1 6.7 1-3J 2 1.6 32.1 25.0 9.4 2.2 7.1 I 
四 男 13.2 2.0 8.6 34.2 45.1 3.8.6 
9.1 。5.5 
女 5.6 1 4.3 8.6 45.6 49.0 46.8 '1. 0 。0.8 
年
晋「 40.4 9.0 8.0 8.6 47.0 42.9 4.9 。3，2 ¥ 
五 男 11.1 6.5 9.6 4.2.4 56.5 4.6: 9 3.1 2.2 28 〆
年 女 1 1.9 22.0 1 5.2 44.6 52.0 47.日 1.9 
2.0 2.0 
11. 5 1 4.6 1 2.5 43.5 54.1 4λo 2.5 2.1 2.4 
-'・ 男 。7.9 4.7 6.9 56.2 53.5 55.5 6.1 2.3 5.1 ノ、
年 女 22.1 1 2.2 1 8.7 .48.4 69.4. 55.5 5.4 i 
。3.5 




2 5 4 
左上の数字は選択婿数，右下の数字は該当学年該当群別人数に対するその百分率












的な印象が，全文の読解を姐己した結果のあらわれだとも解されるc とうしてみると 5の選択肢と 4の
選択肢は文章の冒頭部分がぞの読みに強〈作用し，読み手がそとに主観的な方向づけをしてしまった結
果之解されるようである。とのような点で 3， 4の選択肢は 5牢にとって有力な選択肢であ.ったといえ













ある意味?は 2は随筆的な読みとりであT， 5は批菅的な読みとDアあり ，6は幸福論を中心にした教
養的左読みと Dだといえるかも知れない。
いま選択率を見てみJ己主 .J 五年の選択はさきにも述べたように分散しているが ，4年以上は 6への4集
中皮が高<， '6の選択率は 4竿 5竿 6年と上昇する。 ζの設問が 「とのお話をまとめQとしたらJとあ
るので話の筋を追うて大意をまとめるとすれば6がもら とも奴脱衣肢でふるととはいうまアもな(jζ 
ζへ集中するのは妥当左ととと考えられる。
次に前表から 2J 5 ， 6について上位群だけとり出して見ると次のように左る。
て:ご| 2 邑 d 昔十
3竿| 1 2_7 9.5 46.0 68_ 2 
4 年 1 7.7 4.8 69.5 92.0 
5年| 5.8 11. 6 76.9 94.3 
6 年 | 4.9 9.8 7a8 93.5 
- 3 Bー
4年一 6平アは上位群の P日係以上がとの三つの選択肢をとってお!J，中でも 6の選択肢は 70%か



















召伎を使っているとはすばらしいとか ，ζ ういった感想をもらすものが ，中学年には特に多い。 ζれは
(ー )でも述べたように ，童話的，空想的世界への共感ア，との竿代の心理的段階にふさわしい感想ヤ
あるが，とうした感想を生み出す基盤になっている文章の読みは，一体どのような読みなのであろうか。













































いは新しい知識を獲得してゆ <)とい うような読みでないζ とは明らかアあるc 少し極端な言い方に過






























































2 5 4 無
A B 言十 A BI計 A B 言十 A B 言十 A B i計
男 24.5 30.6 26.5 35B 44.9 3&7 20.8 122 18.1 15.1 102 13.5 五B 2.1 五2一
女 25.0 29.3 264 42.0 51.2 45.0 20.5 122 17.8 1.4 7.3 10.0 1.1 。0.8 
年
言十 24.7 30.0 2ω 38J 47.8 415 20.6 122 18.0 13.4 &9 12.0 21> 1.1 23 
四 男 15B 39 1.0 4&7 64.8 55.1 158 137 15.0 18A 17.6 18.1 1.3 日 0.8 
女 4.4 4.1 4.3・ 51.1 も，7.3 568 25.6 a2 19.4 17.日 20.4 18.7 11 。0.8 
年
ヲ'.6 4.0 7.5 50.0 66.0 56.0 21.1 1.0 173 18.1 19.0 184 1.2 。国
五 男
1.1 6.5 9.6 59.6 69.5 62.β 12.1 1(19 1.7 152 10.9 13，9 20 22 2.1 
女 6.9 6.D ι 68.3 720 69.5 129 12.0 126 自.9 8.0 8.6 3D 2.0 27 
年
言十 9.0 63 日1 64.0 70.7 66J. 125 1.5 1え2 12.0 9.4 11J 25 2.1 24 
男 6.1 4.7 57 69.3 74.4 70.7 14.9 9.3 13.4 8.8 9.3 8.9 0.9 23 1.3 
-'ω ノ、
女 5.3 2.1 4.2 74.7 959 81.9 63 。42 10.5 。6.9 32 2D 28 
年




2 5 4 無
A B 言f A B A B 音十 A B 計 A B -計
一 男 18.9 B2 15.5 29.2 32.7 30.3 17.9 26.4 20.6 30.2 32.7 31.0 3B 。2.6 
女 14.8 2.4 1Q9 
平
25.0 14.6 21.6 21.6 44.0 28.7 も37.5 39.0 38.0 1.1 。0.8 
計 17.0 5.6・ 13~ 27.3 24.4 2M 19.6 34.4 24，2 335 35.6 弘2 2.6 。 18 
四
男 53 39 4.7 25.0 29.4 26B 22.4 9B 17.3 46.1 54.9 49.6 1.2 2.0 16 
女 4.4 20 3.6 21.1 34.7 259 20.0 14.3 18.0 563 49.0 51.7 1.2 日 0.8 
均三
4.8 3D 4，1 229 32.0 263 21.1 120 17.7 50.0 520 5日8 1.2 1.0 lJ I 
男 5.1 4.3 4.8 162 152 159 21.2 10.9 17.9 57.5 65.3 60.0 。4.3 1.4 I 五 一句
L乞 5.9 4.0 5.3 248 180 225 6.9 年 12.0 8.6 60.4 ， 64.0 61.6 2.0 2.0 2.0 
計 5.5 4.2 5.1 '2日.5 16.7 19.3 14.0 1.5 13.2 59.0 64.5 607 1.0 3.1 17 I 
ムーー 男 2泊 口 1.9 23] 1106 223 8.8 9.3 8.9 64.9 69.8 662 D 23 
/、
女 32 2.1 2B 15B 14.3 152 7.4 2.0 5.6 72.6 79.6 75.0 1.0 2.0 
年
言十¥ ，29 I 1.1 23 20.1 16.3 19.0 8.1 5.4 Z3 68.4 75.0 70~ 0.5 22 1，0 
-， 
¥ ウ2 5 4 無A B 計 A B 言十 A B 計 A B 計 A B 計
男 17.9 122 16.1 20.8 18.4 20.0 48.1 469 47.7 57 22.5 1.0 ヱ5 日 52 
女 227 17.1 20.9 21.6 9.8 17.8 47.7 633 52.6 4.5 98 63 35 。 2.4 
年
計 20.1 14.4 18p 21.1 14.4 120 47.9 54.5 50. 52 16.7 8fl 57 口 ミ?
四一
男 18.4 7.8 14.2 118 59 9.4' 539 76.5 63.0 1.8 9.8 1.0 4.1 。 2.4 
女 10.0 4.1 7.9 122 区2 1M. 71.1 79.6 74.1 6.7 6.1 6.4 。2.0 0.8 
年
言十 139 ιs 109 12.0 7.0 10，1 633 78.0 69.0 官。 8.0 85 1，8 1.0 ls 
男 7.1 8.7 7.6 152 87 13.1 68.7 71.8 69.6 7.1 6.5 ι9 1.9 4.3 2B 
豆
女 69 6.0 ι 89 6.D 7.9 762 82.0 782 6.9 4.0 6.0 1.1 20 1.3 
卒 。
言十 7.0 7.3 え1 120 7.3 105 725 7.1 74.ρ 7.0 52 o4 1.5 3.1 2.0 
男 53 23 4.4 53 4.7 5.1 86.0 86.0 86.0 2.6 4.7 32 0.8 23 1.3 
ノーム、. 
女 7.4 。4.9 3.1 4.1 35 85.3 939 88.1 2.1 。1.4 2.1 20 2.1 






2 5 4 
イ
ウ
-左上の数字は選択者数 ，右下の数字は該当学年該当群別人数に対するそめ百介率
- 4 4-
